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浦幌町は⼈⼝約4200名。主産業は畑作・酪農・
林業・漁業。

前⾝の浦幌町郷⼟博物館は1969年に⼗勝地⽅で
最初の学芸員配置館（博物館）として開館。現館
は1999年12⽉に開館。

遺跡が多く、もともと旧⽯器時代〜擦⽂時代にか
けての出⼟遺物を中⼼に展⽰。

図書館・教育委員会事務局併設の複合施設。
⼊館は無料。10:00〜18:00。毎週⽉曜⽇と、祝⽇
の翌平⽇、毎⽉最終平⽇休館。

館⻑は兼任で常時不在（教育次⻑・課⻑職）。
学芸員（係⻑職）、事務職員（再任⽤職員・主査）
1名で運営。

■浦幌町⽴博物館とは？

北海道⼗勝地⽅（道東）
帯広〜釧路の中間（どちらからも60kmくらい）

東⼗勝と⽩糠丘陵⼀帯の⾃然・歴史・⺠俗⽂化に
関する資料を収集保存・調査し、展⽰する博物館。



浦幌町立博物館のアイヌ展示（常設展示）
• 常設展⽰室では「アイヌ⽂化の伝製品」コーナーがある。

• 展⽰資料は、1969年の旧浦幌町郷⼟博物館開設時に、浦幌町愛
⽜に居住の⻑浜清蔵⽒、古川千代⽒から寄贈された⺠具と、浦
幌町⼗勝太にあった旧⼗勝⼩学校から移管した⺠具。タマサイ、
イクパスイ、シントコなどがある。

• 2021年〜2022年に北海道博物館と群⾺県⽴歴史博物館で開催さ
れた企画展「アイヌのくらし」展で展⽰。展⽰にあたり、瀧⼝
⼣美⽒が、当館へ資料が寄贈されたことの経過や、脚が途中で
切断されているシントコについて、当時は底にクッションとし
てのゴムをまき「砂糖⼊れ」として⽤いていたことなどを証⾔
している（図録『アイヌのくらしー時代・地域・さまざまな姿』
pp.254-261）。

• アイヌ資料を「⼯芸品」としてではなく、⽣活⽤具としての
「⺠具」としての側⾯から評価する上で、本展は重要な機会に
なったと考えている。こうした情報を常設展に反映させていく。



浦幌町立博物館のアイヌ展示（企画展示）
• 企画展⽰として、毎年1回、ラポロアイヌネ
イションとの共催による「アイヌ伝統⽂化作
品展」を開催している。

• ラポロアイヌネイションと浦幌町⽴博物館と
の共催で毎年開催されている「アイヌ刺繡教
室」受講⽣の作品を中⼼に、講師やラポロア
イヌネイション会員の作品などを随時おりま
ぜながら展⽰している。会期は5⽉連休を挟
んだ約1ヶ⽉間。

• この展⽰会を⽬標に、製作活動の場として、
博物館の学芸員室や中央公⺠館を提供してお
り、毎週⽕曜⽇の午後が活動⽇にあてられて
いる。

• 展⽰はラポロアイヌネイションの会員が⾏う。



浦幌町立博物館のアイヌ展示（常設展示室内特設展示）

• 常設展⽰室内に、北海道⼤学や東京⼤
学から返還されたアイヌ遺⾻の副葬品。

• 考古学コーナーからの延⻑にあり、当
館が収蔵してきた⽂化財遺⾻（2019年
に返還）副葬品とともに紹介している。



浦幌町立博物館のアイヌ展示（常設展示室内特設展示）

• 資料の⼤半は劣化が激しく、収蔵庫にて密封保管。⼀部について公開している。
• 今後、順次、保存処理（脱塩・コーティング）を実施（施⼯委託業者：イビソク仙台⽀社） 。
• 2022年度は、鉄製品6点（エムシ、⽑抜き、セッパ、クンキ）
• 2023年度は、鉄製品5点（エムシ、マキリ）
• 2024年度は、鉄製品5点を予定。



浦幌町立博物館のアイヌ展示（常設展示室内特設展示）
• なぜ副葬品が、遺⾻とともに再埋葬
されずに博物館にあるのか？

• 遺⾻返還に際して、浦幌アイヌ協会
（当時）から博物館へ「副葬品は博
物館で引き取って欲しい」と申し⼊
れがあった。

• 「研究資料として活⽤して欲しい」

• 「⼤学が研究⽤に遺⾻を持ち去った
という出来事が実際にあったのだと
いうことを、歴史として後世に伝え
ていって欲しい」

• 博物館は、地域の歴史、アイヌ史と
して、この意向を常設展⽰のなかで
適切に伝えていく義務がある。

故郷へ還ったアイヌ遺⾻と副葬品は何を語るか？ （北海道博物館協会学芸職員部会コラムリレー「北海道150年
学芸員にはどう⾒える？」第13回）

http://www.hk-curators.jp/archives/3829


浦幌町立博物館のアイヌ展示（常設展示室内特設展示）
• ⽂化財遺⾻の返還を実施

• 1974年8⽉に発掘された「⼗勝太若
⽉遺跡」から出⼟の、近世アイヌ⼥
性と思われる⼈⾻1体を、旧浦幌町
郷⼟博物館時代から収蔵。

• 『⼗勝太若⽉遺跡第三次発掘調査報
告書』に記載。

• 博物館が所蔵する⽂化財⼈⾻の返還
は、⽇本では浦幌町⽴博物館が最初
となった。

⼗勝太若⽉遺跡出⼟⼈⾻の副葬品と思われる鉄製品とウルシ⽚の展⽰



浦幌町立博物館のアイヌ展示（常設展示室内特設展示）
• きっかけは⽂化庁（最初は⽂部科学省）の「博物
館等におけるアイヌの⼈々の遺⾻及びその副葬品
の保管状況調査」

2019（平成31）年の⽂化庁による意向調査

• 浦幌町⽴博物館にもアイヌ⼈⾻の所蔵がある
→実は最初、私は知らなかったので「無い」と回答
してしまっていた。

• 所蔵を確認し、その取扱い⽅法について検討。



浦幌町立博物館のアイヌ展示（常設展示室内特設展示）
博物館としては「⼤学からの遺⾻返還のタイミングに合わせ、
⽂化財遺⾻についても返還したい」と主張。

2019年に⽂化財遺⾻を再埋葬したときの教育委員会への報告書

1. 博物館として研究や展⽰に活⽤する⾒込みが無い。

2. 博物館で永続的に遺⾻に対して適切な尊厳ある収蔵・保存
体制を構築できる状況にない。

3. 町⽴墓地にアイヌ墓地がある → 北⼤からの遺⾻返還で
整備されたもの。

4. 地域受⼊団体として浦幌アイヌ協会があり、北⼤返還遺⾻
の受⼊や祭祀などを執り⾏ってきた実績がある。

5. 副葬品は引き続き博物館で収蔵・活⽤することで、浦幌ア
イヌ協会と合意がもてる。

上記のことから、当町はすでに、ただちに地域返還できる環
境にあると判断できる。



浦幌町出土遺骨をめぐる裁判
かつて町内で実施された農道整備事業により出⼟したアイヌ⼈⾻について、その所蔵責任をめぐって
浦幌町は永年、浦幌アイヌ協会と裁判で争ってきた歴史がある。

l 1979年に浦幌町⼗勝太で⼯事中に出⼟したとされる遺⾻が、札幌医科⼤学に保存されている。

l 浦幌町には、当該遺⾻の出⼟経過や札幌医科⼤学へ遺⾻を引き渡したという経緯が記録として残され
ていなかった。遺⾻の出⼟地域がかつて⼗勝コタンのあった地域であることから、⼈⾻はアイヌの⾻
である可能性が⾼いと推定され、浦幌アイヌ協会が浦幌町や札幌医科⼤学へ返還を求めた。

l 浦幌町は、遺⾻が町の事業によって出⼟したものと断定できないことから、遺⾻の所有権は町にはな
いとの⽴場をとった。札幌医科⼤学は、当初は浦幌町から譲り受けたアイヌ遺⾻だとしていたが、途
中から和⼈の⾻である可能性を主張し、その場合は返還先は出⼟地点の浦幌町であって（⾏旅死亡⼈
取扱法による）浦幌アイヌ協会への返還はできないとの⽴場をとった。

l 浦幌アイヌ協会は札幌医科⼤学を相⼿どって裁判を起こし返還請求。2018年に裁判所が札幌医科⼤学
所有の遺⾻について浦幌町出⼟のものであると認定。これを受けて浦幌町は浦幌アイヌ協会が埋葬・
慰霊を⾏うことを認め、札幌医科⼤学に対して遺⾻を浦幌アイヌ協会へ引き渡すことを求めるに⾄り、
裁判は和解。遺⾻は返還されることとなった。



遺骨返還



イチャルパ



浦幌町と浦幌アイヌ協会（現ラポロアイヌネイション）、博物館
の立ち位置

• 裁判などの関係もあり、浦幌町と浦幌アイヌ協
会との間には⼀種の緊張関係にあった。

• こうしたなか、博物館は⽇常的に浦幌アイヌ協
会の⼈々の活動場所となっていたこともあり、
アイヌの⼈々との距離感が近かった。

• 遺⾻返還や⽂化財遺⾻の返還などを通じて、博
物館と地元のアイヌの⼈々の間に、⼀種の信頼
関係が醸成されていた。

町営墓地内の
アイヌ墓地と
返還遺⾻の慰
霊碑



浦幌町と浦幌アイヌ協会、博物館の立ち位置
• 返還遺⾻の再埋葬や毎年の
イチャルパなどに際して、
博物館でも協⼒するととも
に、町への働きかけや、両
者の間に⼊っての調整など
の役割を担うことが多い。

• ⽣活相談⾯などについても、
直接町役場の担当部署へ話
を持ち込みづらい空気があ
る場合では、博物館が間に
⼊るケースもある。

• 博物館の本来業務とは異な
るが、町とアイヌの⼈々を
つなぐような役割が期待さ
れているのかもしれない。



北海道立北方民族博物館との
共催で実施した企画展



先住権問題と博物館

• 2023年5⽉27-28⽇、浦幌町を会場に、
ラポロアイヌネイション主催で国際
シンポジウム「先住権としての川で
サケを獲る権利〜海と森と川に⽣き
る先住⺠の集い」が開催。

• 開催にあたり、ラポロアイヌネイ
ションから町へ協⼒の依頼があった。

• 博物館が仲介役となり、担当課（保
険福祉課）、教育委員会、教育⻑、
町⻑と協議の場をもったが、町⻑判
断で「浦幌町は開催に協⼒をしな
い」ことを決める。



アイヌの人々と思いと町の立場

浦幌町⼗勝太でのアシリチェプノミでの丸⽊⾈（伝統捕獲枠での
サケの川漁）。

「先住権」を否定するものではないが、「川でサ
ケを獲る権利」は裁判係争中の問題であり、町と
して今回のシンポジウムには関与しない。また、
町長選の時期でもあり、開催時期は私自身が町長
ではないので開催を決断できない。

浦幌町（町長）

学術シンポジウムであり、運動のための集会では
ない。「先住権とは何か？」について、さまざま
な立場の人たちが、世界の事例から共に学ぶ場と
したい。海外からの先住民族と、地域の人々との
交流の場を設けたい。

ラポロアイヌネイション



博物館の判断

シンポジウム会場⼊⼝で開催した「ラポロアイヌネイション展」
2023年5⽉26-28⽇（浦幌町コスミックホール）

・博物館としては、「アイヌ民族の現在」展
を通じてラポロアイヌネイションの今を紹介
する取り組みを既に実施している。

・地域博物館として、地域の先住民族に関す
る資料や情報を発信する役割、そのための連
携は、ICOMの博物館定義や倫理規程に照ら
しても重要と考えている。

町の意向は残念だが、博物館として独自に
「展示」「地域のアイヌ関連史跡の案内」の
部分で関わりを持つことを主張し合意を得る。

→結果的に、期間中、公式には（勤務時間中
は）シンポジウムに参加することが出来な
かったが、展示の設営や野外巡検の案内など
でに限定して、博物館が関与する場は保った。
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「先住権」に対する理解は広まっているか？



博物館における展⽰の⾃由

2020年「国際博物館の⽇」のポスター
平等を実現する場としての博物館：多様性と包括性

■2022年プラハ⼤会で改訂されたICOM（国
際博物館会議）による博物館の定義

博物館は、有形及び無形の遺産を研究、収集、保存、解釈、
展⽰する、社会のための⾮営利の常設機関である。

博物館は⼀般に公開され、誰もが利⽤でき、包摂的であっ
て、多様性と持続可能性を育む。

倫理的かつ専⾨性をもってコミュニケーションを図り、コ
ミュニティの参加とともに博物館は活動し、教育、愉しみ、
省察と知識共有のための様々な経験を提供する。

（ICOM⽇本委員会による⽇本語確定訳⽂）

博物館は町のプロパガンダではない。
「博物館の本質」の観点から独⾃の判断をすることの重要性



「地域づくり」にアイヌの歴史は含まれているか？ 
• いま浦幌で謳われている「地域」観は、120年ほど前の⽣剛村以
降の和⼈から⾒た「地域」でしかない。

• 国際先住⺠条約やアイヌ施策推進法の時代となり、これからの
「地域」観には、アイヌの視点が⽋かせない。したがって、浦
幌のアイヌ史を学ぶ必要があり、何を計画するにもアイヌの
⼈々の視点を忘れてはならない。

• 明治時代、サケ漁を禁じられ、移住や農業化を強制されたアイ
ヌの⼈々の歴史。和⼈の⼊植開拓にあたって、労働⼒化された
アイヌの⼈々の歴史。戦後、北海道の先住⺠族として、⾃らの
権利を獲得するために闘ってきた⼈々の歴史が、地域づくりの
政策に反映されているか？その視点はあるのか？

• これらを学ぶ機会を提供する役割が博物館にはある。

• 近年は「森林認証」などでも、先住⺠族の権利に配慮が求めら
れている。 → 地域資源の「付加価値」のひとつになる。
→こうしたことの町政への助⾔も博物館の役割？



博物館の外収蔵庫（旧⼩学校の廃
校校舎を⼤型農具等の収蔵庫として
博物館が利⽤している）の⼀室を
利⽤して開催されている、ラポ
ロアイヌネイション主催の花ゴ
ザ作り教室。

元来は、地域のアイヌ⺠族の活
動拠点として⽣活館が整備され
ているべきだが、そうした拠点
整備が遅れていることも、博物
館を活動の拠点としている現状
の背景にある。



アイヌの伝統を活かしたふるさと祭り（白糠町）

• 地域のアイヌの⼈々の活動拠点を、祭祀空間と
展⽰空間の両機能を併せ持つ形で整備。

• 「⽩糠町ふるさと祭り」はアイヌの歴史や⽂化
を伝える⼤切な町の⾏事に発展。



先住民族への理解を深める入口としてのアイヌ文化
• 上⻄晴治など、浦幌ゆかりのアイヌの⼈々や⽂化の紹

介。

• いま浦幌でアイヌの⼈々が共に⽣きているという事実
をどのように伝えるか？



浦幌町立博物館の今後
• 常設展⽰室におけるアイヌコーナーの作り直し。ラポロ
アイヌネイションの⼈々とともに、展⽰改修を進めてい
きたい。

• 浦幌町の「社会教育中期計画」や次期「浦幌町教育基本
計画」に「アイヌ教育」「アイヌ施策推進法」を盛り込
み、地域のアイヌ⺠族との関わりを町の教育政策の中に
正式に位置付けた。今後は、学校教育や社会教育の場で、
アイヌ史とアイヌ⽂化を伝える場を、博物館として推進
していく。

• ⾏政、地域住⺠とアイヌの⼈々とをつなぐ役割を果たす。

• 象徴空間、国⽴アイヌ⺠族博物館、⼤学など研究者とア
イヌ⺠族をつなぐ役割を果たす。

アイヌ史やアイヌ⽂化が専⾨の学芸員がいる訳
ではないので、そうした⾯での弱さがある。
専⾨性を補えるような、他館や⼤学との協⼒関
係の強化が重要になってくると考えている。



北海道の自然や文化を次世代へ伝えるために

私たちひとりひとりの取り組みが重要



アイヌ施策推進法と博物館

（アイヌ施策推進地域計画の認定）
第⼗条 市町村は、単独で⼜は共同して、基本⽅針に基づき（当該
市町村を包括する都道府県の知事が都道府県⽅針を定めているとき
は、基本⽅針に基づくとともに、当該都道府県⽅針を勘案して）、
内閣府令で定めるところにより、当該市町村の区域内におけるアイ
ヌ施策を推進するための計画（以下「アイヌ施策推進地域計画」と
いう。）を作成し、内閣総理⼤⾂の認定を申請することができる。
２ アイヌ施策推進地域計画には、次に掲げる事項を記載するもの
とする。
⼀ アイヌ施策推進地域計画の⽬標
⼆ アイヌ施策の推進に必要な次に掲げる事業に関する事項
イ アイヌ⽂化の保存⼜は継承に資する事業
ロ アイヌの伝統等に関する理解の促進に資する事業
ハ 観光の振興その他の産業の振興に資する事業
ニ 地域内若しくは地域間の交流⼜は国際交流の促進に資する事業
ホ その他内閣府令で定める事業


